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可燃ごみ搬出量
現在、ざん定処置として、三重県の民間ごみ

処理業者へ委託して焼却処分しています。ごみ
の量に応じて処理費用を負担することになりま
すので、ごみの分別や減量にご協力ください。

問 環境政策課　 （２５）８１２３

測定月 収集量
令和６年10月分 1,037t
令和７年10月分 1,055t

（前年比 18t 増）

安全安心

令和元年度から令和２年度までの２年間に、市内小中学校児
童生徒および教職員に対して、１人１台のタブレット端末を整備
しています。

タブレット端末は、スマートフォンと同じ通信方法（ＬＴＥ）を採
用することで、校内だけでなく、校外のさまざまな教育活動で
も活用しています。端末に内蔵したアプリや大型テレビ、プロ
ジェクターを効果的に活用し、子どもたち同士の学び合い活
動のより一層の充実、きめ細かな学びの実現を目指しています。

また、他の学校との交流や、さまざまな分野で活躍されて
いる専門家、海外の人たちと意見交換を積極的に行い、社会
とつながる協働的な学びを推進しています。

端末の更新時期を迎えたことから、
新しいモデルのタブレット端末に更新

し、令和８年３月からの運用を予定
しています。

今後も１人１台端末を効果的
に活用し、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」の充実を図り、
「自ら考え、判断し、行動する力」
の育成を目指していきます。

１人１台端末って何？

新しいモデルの端末に更新
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１人１台端末の機器更新を行います！１１

違反した場合
不法投棄をした人は、５年以下の拘禁刑もしくは１，０００万円以下の

罰金またはその両方が科せられます。

一部の人による山林、道路、空き地等の人目に付かない場所へのご
みの不法投棄が後を絶ちません。不法投棄は地域の景観を損なうだけ
でなく、新たな不法投棄の誘発や環境汚染にもつながりかねません。

適正な土地の管理をお願いします
「草刈りをしていない」、「ごみが散乱している」など管理が行き届いて

いない土地は不法投棄されやすくなります。不法投棄した人が特定でき
ない場合、そのごみは土地所有者の責任で処分する必要があります。

産業廃棄物
不法投棄１１０番

高島警察署　　　☎（２２）０１１０
高島環境事務所　☎（２２）６０６６
通報窓口「産業廃棄物不法投棄１１０番」（滋賀県）
環境政策課
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不法投棄を見かけた場合は通報してください

不法投棄は犯罪です不法投棄は犯罪です

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 54件 －6件
死 者 数 4人 ＋1人
傷 者 数 67人 －5人

10月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.064μSv/h 0.065μSv/h
今　津（今津支所車庫付近）

0.037μSv/h 0.037μSv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）

0.056μSv/h 0.059μSv/h
安曇川（安曇川支所南側駐車場）

0.050μSv/h 0.046μSv/h
高　島（高島支所東駐車場）

0.069μSv/h 0.067μSv/h
新　旭（高島市役所本館北側車庫付近）

0.064μSv/h 0.060μSv/h
※�測定地点は他に24か所あります。昨年度の測
定結果は、市のホームページをご覧ください。
※�日本での自然放射による時間線量の通常の値
はおおむね0.2μSv/h以下です。

火　災 件　数 前年比
建 物 ３件 －４件
車 両 ５件 ＋２件
林 野 ０件 ０件
そ の 他 ５件 －３件

救　急 件　数 前年比
交通事故 123件 －15件
一般負傷 433件 ＋１件
急 病 1692件 －117件
そ の 他 318件 －28件

救　助 件　数 前年比
火 災 ０件 ０件
交通事故 15件 －１件
水難事故 ７件 －４件
そ の 他 29件 ＋11件

発生場所 件　数
マ キ ノ 7件
今 津 5件
朽 木 0件
安 曇 川 17件
高 島 13件
新 旭 12件

※概数

（令和７年10月末現在）

交通事故発生状況
高島警察署　 （22）0110

（令和７年10月末現在）

火災・救急・救助件数
通信指令課　 （22）1234

環境放射線測定結果
原子力防災対策室　 （25）8133

令和７年１月からの累計数になります。
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